
課題
KG Constructions は、ファサード専門工事会社です。よ
り複雑な製品に対する需要の高まりに対応しながら、新
しい市場の効果的な開拓に必要な設計、エンジニアリ
ング、製造を効率化できる新しいテクノロジー・プラット
フォームを必要としていました。 

ソリューション
同社は、次世代の設計プロセス、エンジニアリング・プロ
セス、生産プロセスを生み出すために、クラウド版の 
3DEXPERIENCE プラットフォームとビルディング・デザ
イン・フォー・ファブリケーションのインダストリ・ソ 
リューション・エクスペリエンスを導入しました。CATIA 
の 3D モデリング機能と設計機能は、実際の環境に置
いたときを想定しながら、あらゆるファサードをモデル
化できるようになっているため、ユーザーに与える効果
を最適化することができます。 

導入効果 
3DEXPERIENCE プラットフォームの 3D モデリング機能
により、KG Constructions の設計チームはビルディング・
インフォメーション・モデリングをより効果的に作成でき
るようになりました。部品表が自動化され、ミスが減少し
たことで、時間を大幅に節約できるようになりました。

KG CONSTRUCTIONS 
事例

KG Constructions 社の写真   



ファサードを裏で支える専門家たち
KG Constructions は、北ヨーロッパ最大手のファサード専門工事
会社の 1 社として、その地域に拠点を持つゼネコン、投資家、開発
者にサービスを提供しています。しかし、それだけで満足している
わけではありません。 

同社の設計主任、Andrius Nikolajevas 氏は次のように述べていま
す。「現在、英国とスイスに進出しています。ユニット式のカーテン・
ウォールが当社の主力製品です。こうした大型ユニットは当社の工
場で製造・組み立てられた後、現場に運ばれてから建物に設置さ
れます。当社は、お客様のアイデアがどんなに複雑でも、それを現
実の形にし、どのプロジェクトでも美観、コスト、効果の最適なバラ
ンスを見つけることができます」

今のところ、グループ全体の従業員数は 400 人程度ですが、将来に
向けて明るい展望を持っています。「短期的には、従業員数の増員が 
100 人以上になると見込んでいます」と Nikolajevas 氏は語ります。

しかし、建設業のような競争の激しい業界で成長を達成することは
容易ではありません。「目標を達成し、同業他社の一歩先をいくに
は、常にアンテナを張っている必要があります」と Nikolajevas 氏は
語ります。「私たちはお客様の声に耳を傾け、市場の変化に細心の
注意を払う必要があります」

これは、持続可能性などの火急の問題に正面から取り組むというこ
とを意味します。Nikolajevas 氏は次のように話します。「数年前ま
では、持続可能性に関心を抱く業者はごく一握りでしたが、今では
完全にその流れに乗らなければならないのです。具体的な計画を
立て、外向けにアピールする戦略を実践し、CO2 排出量や廃棄物
の削減などに関する規制要件の強化に対応できるようにする必要
があります」

持続可能な成功を生み出す 
その結果、KG Constructions は、持続可能性に対する 5 ヵ年計画
を打ち出し、2025 年までに CO2 排出量をゼロにするという目標
を自らに課しました。そこで、これからはどのようにして、責任ある
サプライ・チェーンを実現し、サイバーセキュリティや従業員の健康
と福祉、廃棄物の削減、製品の持続可能性、運用効率に対する取り
組みを改善していくのかについて説明します。 

「持続可能性は単に環境に優しいだけではないことに気が付きま
した」と Nikolajevas 氏は語ります。「それは、従業員、コミュニティ、
お客様を大事にすることでもあるのです。持続可能性に関する新
しい戦略を立てておけば、新しい市場の要件に対応しやすくなり、
競争力も維持しやすくなります」 

同時に、同社は顧客の高まる需要に応えていかなければなりませ
ん。Nikolajevas 氏は次のように話します。「私たちが立ち上げるプ
ロジェクトはどれも、ユニークなものばかりです。建築には、非常に
厳しい建設基準を満たすだけでなく、厳しいプロジェクト要件も満
たすことが求められます。期待値は次第に高まっていて、お客様は
現在、特注の窓枠、専門家に訴求するファサード、複数の外壁によ
るファサード・システムを求めています」 

設計、エンジニアリング、製造の観点からすると、これには相当な困
難が伴います。「年を重ねるごとに、要件の複雑さが増していきま
す」と Nikolajevas 氏は語ります。「現在、私たちが手掛けているほ
とんどの建物には、ビルディング・インフォメーション・モデリング
(BIM)だけでなく、製造のための詳細な 3D 設計も必要とされま
す。それがあれば、扱う情報の精度が上がり、生産に取り掛かる時
期を早めることもできます。また、すべての関係者が建設前に設計
を試し、問題を解決できるようになります」 

効率性の向上を追求する
しかし、KG Constructions の設計チームが試した 3D 設計プロ
グラムでは性能的に限界がありました。KG Constructions の設計 
チーム・リーダー、Julius Zykus 氏は次のように述べています。「数
えきれないほどの 3D モデリング・プラットフォームを試してみまし
たが、どれも私たちのニーズに満たすだけの柔軟性を備えていま
せんでした。工業化に耐えられるだけの部品表(BOM)を作成でき
なかったのです。私たちは、BIM と製品ライフサイクル管理(PLM)
の両方を備え、建設プロジェクトのバーチャル・ツインを生み出す
ことができるソリューションを探していました」 

「し かし 、どうに も 見 つ か ら ず 途 方 に 暮 れ て い まし た 」と 
Nikolajevas 氏は語ります。「この先、成長できるようにするには、効
率性と革新性を高める以外に方法がなかったのです。建設に関す
るノウハウを活用しやすくする新しいテクノロジー・プラットフォー
ムが必要でした。当社のプロセスの足並みを揃え、設計から製造ま
で一貫したデータを使用できるようにしたいと考えていました。3D 
で設計でき、すべてのプロセスがそのメリットを享受できるように
したかったのです」 

探すのを諦めかけていたときに、Nikolajevas 氏と Zykus 氏は 
3DEXPERIENCE® プラットフォームの存在を知りました。「ダッソー・シ
ステムズの 3DEXPERIENCE プラットフォーム、具体的に言うと CATIA 
アプリケーションには他とは違う特長がありました」と Nikolajevas 氏
は語ります。「私たちが求めていた柔軟性を備えていたのです」 

「3DEXPERIENCE プラット 
フォームを使用すること 
で、従来の方法でかかっ 
ていた時間を 30% 短縮 
できたと推定しています」

– KG Constructions 

設計主任、Andrius Nikolajevas 氏

「CATIA の 3D モデリング機
能とシミュレーション機能
を使用して、当社の各ユー
ザーや全体に与える効果を
最適化することができます。
このソフトウェアでは、どの
ようなファサードでもモデ
ル化できるだけでなく、現
実の環境の中に置いたとき
の状況を想定しながらモデ
ル化することができます」

KG Constructions 

設計チーム・リーダー、Julius Zykus 氏

「CATIA の 3D モデリング機能とシミュレーション機能を使用し
て、当社の各ユーザーや全体に与える効果を最適化することがで
きます」と Zykus 氏は付け加えます。「このソフトウェアでは、どの
ようなファサードでもモデル化できるだけでなく、現実の環境の中
に置いたときの状況を想定しながらモデル化することができます。
これでやっと、求めていた結果を得られるソリューションにたどり
着いたというわけです」



可能性は無限
同社は効率性を大幅に高めるために、クラウド版のソリューション
を導入することを決めました。Zykus 氏は次のように話します。「ク
ラウドは柔軟性が非常に高く、どこからでも接続でき、作業対象は
常に最新モデルです。ローカルに設置したサーバーのコストや管
理を心配する必要もなく、セキュリティに必要なものも最初からす
べて揃っています。必要なのは、良好なインターネット接続だけで
す。それがあれば外出先で仕事ができます」 

しかし、この新しい働き方には課題がいくつかありました。「カルチ
ャー・ショックは相当でした」と Zykus 氏は語ります。「このような
やり方でクラウドを介して作業するようになると、これまでとはまっ
たく違うファイル管理システムが必要になりますが、そのことに対
して従業員から反対の声が上がりました」 

「プラットフォームでできること、その実際のやり方を正確に理解
していましたが、長年続けてきた働き方を変えるのはかなりの難
行でした」と Nikolajevas 氏は付け加えます。「しかし、前進あるの
みという認識に立っていたので、この変化を受け入れてもらうしか
なかったのです」

これは、ダッソー・システムズのパートナーである RAND Finland 
Oy の協力を得て実現しました。Zykus 氏は次のように話します。 

「プラットフォームを習得するために、Eduspace でトレーニング
を実施しました。ビデオ版のブログやその他のビデオ・レッスンも
見ました。RAND Finland Oy の協力でオンラインセミナーを何回
か開催し、ダッソー・システムズとの 3 日間コースの学習セッショ
ンも実施しました」 

しかし、Nikolajevas 氏は、プラットフォームを効果的に学習しよ
うとするなら、「実際に使う」に勝る方法はないことに気づきま
した。「そこで、最も効果的な方法で変化を推し進めるために、リ
トアニアのビリニュスにある当社の新工場の設計は、全面的に 
3DEXPERIENCE プラットフォームを使って行うことにしました」と
同氏は語ります。 

建設に関する知識を獲得する
新工場は 6 ヘクタールの敷地に建設され、開発は 2 段階に分け
て行われます。Nikolajevas 氏は次のように話します。「第 1 段階
では、13,800 平方メートルの工場と管理棟を建設し、そこで KG 
Constructions のアルミガラス製ファサード製品を製造する予定
です。工場内に、6 つのエレメント組立ラインと、窓とドア専用の組
立ラインを設置する予定です。これで、生産能力が今の 2 倍にな
ります」

新工場に加えて、総面積 2,620 平方メートルの、モダンで立派な 
3 階建てオフィス・ビルも建設する予定です。「建設プロセスはす
でに始まっています」と Nikolajevas 氏は説明します。 

プロジェクト展開の第 2 段階では、新たに 7,000 平方メートルの生
産工場(管理棟付き)を計画しており、グループの子会社である UAB 
Lignas 社がそこに入る予定です。着工は 2023 年の予定です。

「このプロジェクトで、3DEXPERIENCE プラットフォームの真価が
試されました」と Nikolajevas 氏は語ります。 

そして、実 際 にプラットフォームの 能 力 が 証 明され た のでし
た。Zykus 氏は次のように話します。「新しい製造工場全体を設計、
構築、製造するために、このプラットフォームを使用しました。この
プラットフォームの 3D モデリングを使用して BIM を作成し、工場
全体を視覚化しながら、すべての主要なプロセスを実施しました。
以前は手作業で作成していた部品表(BOM)を、自動的に作成でき
るようになりました。そのおかげで、ミスがなくなり、作業がスムー
ズに進行しました」 

コラボレーションも大幅に改善されました。「私たちは全員同じ空
間で働いています」と Zykus 氏は語ります。「設計のコピーをいく
つも作成する必要がなくなったため、常に最新バージョンをベー
スに作業しています」 

上の画像: 建物のファサードの 3D モデルとその構造

下の画像: KG Constructions は 3DEXPERIENCE プラット 
フォームを使用して、新しい製造工場全体を設計、構築、 
製造しました。 

ソリューションの詳細: 
ビルディング・デザイン・フォー・ファブリケーション・ソリュー
ションは、・建築プロジェクトのコンセプトから製造までを扱
う、クラウド上のデジタル・コラボレーション環境です。建築
家、エンジニア、専門工事会社、製造、建材メーカーにとって
有益で、あらゆる建物、構造物、建築要素に、エンドツーエン
ドのコラボレーション BIM を提供します。 

メリット: 
• �建築設計の配送、建設、ライフサイクル運用の各コストを 

削減
• �廃棄物を削減 
• �設計、変更指示、スケジュール、予算に伴うリスクや手戻り

を低減
• �設計の品質と効率を向上 
• 作業者の安全性を向上



ダッソー・システムズ 3DEXPERIENCE® プラットフォームは、11 の業界を対象とする当社のアプリ
ケーションにより、さまざまなインダストリ・ソリューション・エクスペリエンスを提供しています。 
ダッソー・システムズの 3DEXPERIENCE は、人々の進歩を促進する役割を果たします。ダッソー・システムズは、企業と人が協力して持
続可能な革新技術を生み出すための仮想環境を提供します。3DEXPERIENCE プラットフォームおよびアプリケーションで現実世界の「
バーチャル・ツイン」を作ることで、お客様のイノベーション、ラーニング、プロダクションの領域が拡張されます。 

ダッソー・システムズの 2 万人の従業員が、140 ヵ国以上、あらゆる規模、業種の 29 万社以上のお客様に価値を提供しています。詳しく
は、www.3ds.com (英語)、www.3ds.com/ja (日本語)をご参照ください。

ヨーロッパ /中東 /アフリカ
Dassault Systèmes
10, rue Marcel Dassault
CS 40501
78946 Vélizy-Villacoublay Cedex
France

南北アメリカ
Dassault Systèmes
175 Wyman Street
Waltham, Massachusetts
02451-1223
USA

アジア太平洋
ダッソー・システムズ株式会社
〒 141-6020
東京都品川区大崎 2-1-1
ThinkPark Tower
日本
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KG Constructions 社について

KG Constructions は、バルト海沿岸諸国とスカンジナビア
諸国において、アルミニウム製およびガラス製のファ 
サード建造物を手掛けている大手メーカーです。重点的
に改善を重ねてきたことで、技術的な準備や設計前のテ
スト、設計、プロジェクト管理、生産、物流、設置、保証の
各サービスというように、多岐にわたるサービスで、独自
の建築様式を持つ建造物の構想を実現できるようにな
りました。

詳細については、www.kgcgroup.com を参照してください 。

チームは、2D 図面も機械的な作業もなしで、設計から製造に作業
を進めることができました。「信じられないほど効率的でした」と 
Nikolajevas 氏は語ります。「3DEXPERIENCE プラットフォームを使
用することで、従来の方法でかかっていた時間を 30% 短縮できた
と推定しています」

未来を構築する
この成功を受けて Nikolajevas 氏は、KG Constructions の将来
に向けて、3DEXPERIENCE プラットフォームが大きな役割を果た
すと確信しています。「このソフトウェアとの関係を説明するように
求められたとしたら、『付き合い始めたばかり』と答えるでしょう」と
同氏は語ります。「しかし、この付き合いは長く続くと思います。特に 
ENOVIA のおかげで、情報の再利用や、設計の最適化が非常に簡
単にできるようになったため、今後のプロジェクトを進めるうえで
大いに役立つと思っています。また、より魅力的な方法でアイデア
を提示することもできます。すべてが非常に正確になったことで、
製品を最初から正しく製造できるようになり、廃棄物も減らすこと
ができます。これらは、当社の持続可能性に関する戦略の支えにな
るでしょう」 

Nikolajevas 氏は、このソフトウェアをさらに活用したいと考えてい
ます。「3D 設計のデータを他の部門に引き継げるようにしたいと
考えています」と語ります。「プロジェクトをより効率的に処理できる
ように、DELMIA や ENOVIA などのさまざまなアプリケーションの
使用を検討していきたいと考えています。また、このプラットフォー
ムで CO2 を計算できるようにしたいとも考えています。現在、手作
業で計算しているため、それが大きな負担となっているからです」 

Nikolajevas 氏は、3DEXPERIENCE プラットフォームを活用するこ
とで、最終的には他社よりも一歩リードできるようになると確信し
ています。「私たちは、業界を変革しているネットワークの一端を担
っています」と同氏は語ります。「ファサードのエンジニアリング部
門は、他の建設分野と比較して、常に数歩先を進んでいます。ダッ
ソー・システムズのテクノロジーを採用したことにより、業界の発展
に貢献することができます。私たちは設計の自由度を上げることを
追求しています。これは、お客様にとって非常に魅力的なものに映
るでしょう」 

RAND Finland Oy 社について

RAND Finland Oy は、製品データ管理、製品ライフサイクル
管理(PLM)、CAD/CAM、リアリスティック・シミュレーション
(FEA)、販売/製品コンフィギュレーターのイニシアティブを
専門としています。 RAND Finland Oy は、これらのイニシア 
ティブを対象としたターン・キーのソリューションとサービ
スを提供しています。経験豊富で熟練した人材がその成功
の基盤です。20 年以上にわたり、フィンランド、北欧だけで
なく、世界各地の顧客に PLM ソリューションを提供してい
ます。RAND 独自のチームに加えて、そのサービスを補完す
る専門家の幅広いネットワークも築いています。RAND 
Finland Oy は、ダッソー・システムズのソフトウェア・ソリューシ
ョンである3DEXPERIENCE、CATIA、SIMULIA、DELMIA、EXALEAD、 
ENOVIA を専門に扱っています。 

詳細については、www.rand.fi をご覧ください。


